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A survey of beliefs regarding the heart’s location and a health lesson idea aimed at cor-
recting naive conceptions.
Hiroki Kobayashi
Abstract
  Naive conceptions are one of the main causes of difficulty in acquiring scientific under-
standing. Naïve conceptions are known to be difficult to correct through lessons that sim-
ply teach a scientific concept. For this reason, some ingenuity is required when planning 
such a lesson. Two objectives were set for this study. The first was to clarify elementary 
school students’ beliefs regarding the location of the heart. The second was to use these 
findings to plan a lesson aimed at correcting naïve conceptions regarding the heart’s lo-
cation. The beliefs survey revealed that elementary school students have misconceptions 
regarding the heart’s location. The percentage of fifth graders answering correctly was 
particularly low compared to other grade levels, with far more students maintaining only 
the naïve conception that “the heart is on the left side of the chest.” Based on these find-
ings, a lesson was planned that aimed at correcting this naïve conception in fifth graders. 
Future investigations will look into the effectiveness of the planned lesson.
  Key words:  naive conceptions, heart location, cardiopulmonary resuscitation, change of 
beliefs, elementary school students
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Ⅰ．研究の背景
子どもは学校で学習する前から，様々
なものを見聞きし，体験して既に何ら
かの知識や概念を身に付けている。当然
のことながら，子どもが自ら構成した知
識の中には，正しいものもあれば誤って
いるものもある。子どもが自ら構成した
知識の中で誤った知識や概念は，教育
心理学や認知心理学，理科教育学の分野
において，前概念（preconception），素
朴 概 念（naive conception）, 代 替 概 念
（alternative conception），現象学的原理
（phenomenological primitives），ル・バー
など，その呼び方は 20 種類にも達する 1）。　
本研究では，子どもたちが学校教育にお
いて学習する前に身に付けている知識で，
科学的に見れば正しくないと見なされる概
念を指して「素朴概念」とした 2）。「素朴
概念」の存在は，子どもの科学的認識形成
の中核的概念といわれ，診断的評価の対象
となる。そこで得られた診断的評価の情報
をもとに，発問や探求課題が工夫されたり，
「つまずき」が組み込まれたりして授業は
構想される 3）。つまり，学習前に子どもが
身に付けている素朴概念を把握すること
は，授業構想や学習効果の促進という点か
ら重要であるといえる。
一方で，素朴概念が学習の妨げになる場
合がある。教師が子どもの素朴概念を配慮
せずに授業を行った場合，その授業の仕方
によっては，子どもは強制的に自分のもつ
概念とは異なる概念を教え込まれることに
なる。このような場合，子どもの頭の中に
は，科学的概念と素朴概念の 2 つが存在す
ることになる。試験の時は科学的概念を暗
記し，答案用紙に正しい答えを記入するこ
とができるが，試験が終わってしまえば，
科学的概念は忘れ去られ，信頼度の高い素
朴概念が再び子どもの中に復活してしまう
のである。そのため，教師は，子どものもっ
ている素朴概念を破棄・修正させることが
重要である。しかし，素朴概念は日常生活
の中で自然と形成されてきた知識であるた
め，自分なりの理論を構成しており，単に
科学的概念を教えるだけの授業ではその修
正が困難であることが知られている 4）その
ため，授業を構想する際には工夫が必要で
ある。
素朴概念の研究は，これまで理科や算数・
数学の領域で検討されてきたが，最近では，
社会，英語，そして保健の領域でも注目さ
れつつある 5）。しかし，小浜（2017）が「保
健科教育学の領域ではほとんど明示的に研
究の対象としてこなかった 6）」と指摘して
いるように，保健の領域における素朴概念
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の研究は他教科と比べるとまだわずかであ
る。
Ⅱ．先行研究の検討
「心臓の位置」に関しては，子どものみ
ならず，大人でも間違えやすい。「心臓の
位置」は，一般に「左胸にある」と考えら
れているが，実際は胸腔のほぼ中央にある。
心臓が左胸にあると思われてしまう理由と
して，井尻ら（1999）は，心臓は右心室よ
りも左心室の方が大きく，正中線に対して
3 分の 2 が左にあり，左心室の心尖が左胸
をたたくため 7）と説明している。つまり，
左胸でドキドキと鼓動を感じるため，「心
臓は左胸にある」という知識を身に付けて
しまうと考えられる。
「心臓の位置」の認識について，日本学
校保健会（2005）は図 1 を用いて，小学
校 5 年生，中学校 1 年生，高校 1 年生，高
校 3 年生を対象に全国調査を実施した。調
査の結果，「心臓の位置について正しく
回答できた者は、小 5 で 81.5％，中 1 で
86.6％，高 1，高 3 ではそれぞれ 91.7％，
92.1％を示し，おおむね良好な結果であっ
た 8）」との報告がなされている。
しかし，日本学校保健会（2005）が使用
した図 1 では，正答の選択肢（ウ）を選ん
だとしても，それが「心臓は左胸にある」
と思って選んだのか，「心臓は真ん中にあ
る」と思って選んだのかを判定することは
できない。そこで，小浜ら（2016）は，左
胸にもう一つ選択肢を加えた図 2 を用い
て，高校 2 年生を対象に改めて調査を実施
した 9）。
調査の結果，正答率は 36.9％であり，2
つの調査結果には有意な差が見られた。こ
の結果から，小浜は「心臓の位置」に関す
る認識は「素朴概念」の一つの事例ではな
いかと指摘している 10）。
Ⅲ．目的
高校生でも正しく認識できていない「心
臓の位置」について，高校生以前の子ども
はどのように認識しているのだろうか。
本研究の目的は以下の 2 つである。1 つ
目は小学生の「心臓の位置」に関する認識
を明らかにすること，2 つ目はその結果を
もとに「心臓の位置」に関する素朴概念の
修正をめざした授業を構想することであ
る。
Ⅳ．方法
Ⅳ - Ⅰ．「心臓の位置」に関する認識調査
本研究は 2 つの目的を達成するために，
以下の 2 つの方法を用いた。1 つ目は小学
生の「心臓の位置」に関する認識を明らか
にするための認識調査である。認識調査に
は M 県内の公立小学校 2 校（A 校 426 名，
B 校 341 名，計 767 名）の協力を得た。調
査の時期は，全ての学習事項が終了する学
年末に実施した。「心臓の位置」の問題は，
6項目 7問（小問含む）から構成される「け
んこうちょうさ」の中の 1 問として出題し
た（図 3）。
調査の手続きは，児童の発達段階を考慮
し 4 年生以下と 5 年生以上で異なる手続き
図 1．日本学校保健会
　　　（2005）
図 2．小浜ら（2016）
「心臓の位置」に関する認識調査と素朴概念の修正をめざした保健の授業構想
107
で実施した。4 年生以下の学級担任には，
以下の 2 点を依頼した。1 つ目は学年・組
の記入を終えたのち，誰とも相談せず，資
料等も参照せずに回答すること，2 つ目は
教師が問題を読み上げ，児童の回答が終
わってから次問を実施するように依頼し
た。
5 年生以上の学級担任には，学年・組の
記入を終えたのち，「始め」から「止め」
の間，誰とも相談せず，資料等も参照しな
いといった通常のテストに準じた手順で実
施させるように依頼した。
調査は無記名で行い，各学校長の承認を
得て，文書にて研究の趣旨，個人情報の保
護，回答の自由があることを対象者に伝え
るよう学級担任に依頼し，回答をもって同
意が得られるものとした。なお，調査は仙
台大学倫理審査会の承認（通知 27-3）を得
て実施した。
Ⅳ - Ⅱ．素朴概念の修正のための概念変化
モデル
方法の 2 つ目は「心臓の位置」の素朴概
念を修正するために， Posner ら（1982）の
概念変化モデルを参考に授業構想を試み
た。①既存の概念に葛藤が生じている。②
わかりやすい新しい概念がある。③新しい
概念はもっともらしい。④新しい概念は生
産的である 11）。上記の 4 つの条件を組込み
授業を構想した。
Ⅴ．結果及び考察
Ⅴ - Ⅰ．「心臓の位置」に関する認識調査
の結果
Ⅴ - Ⅰ - Ⅰ．学年別の正答率の割合
2 校の学年別の正答率をみると，A 校
の 1 年生で 16.7％，2 年生で 30.9.％，3 年
生で 23.9 ％，4 年生で 40.5 ％，5 年生で
12.9％，6 年生で 51.6％だった。一方，B
校では 1 年生で 13.8%，2 年生で 24.1%，3
年生で 25.6%，4 年生で 32.7％，5 年生で
10.5％，6年生で20.5％が正しく回答した（図
4）。
2 校の正答率の傾向を見ると，4 年生ま
でに上昇した正答率が 5 年生で下降し，再
び 6 年生で上昇している（図 4）。4・6 年
生の正答率の上昇は，4 年生の理科で「動
物のつくりと運動 12）」， 6 年生の理科で「動
物のからだのはたらき 13）」で心臓に関す
る学習が行われていることが要因の一つで
あると推察された。5 年生での正答率の下
降については今回の調査結果だけでは，そ
の理由を明らかにすることができなかった
が，両校に共通した特徴であった。
Ⅴ - Ⅰ - Ⅱ．左胸を選択した子どもの割合
次に，誤答の中でも「左胸」を選択した
子どもの割合をみると，1年生で 19.2％，2
年生で 36.5％，3 年生で 47.3％，4 年生で
42.1％，5 年生で 80.3％，6 年生で 56.4％で
あった（図 5）。
図 3．「心臓の位置」の問題
図 4．学年別の正答率
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調査の結果，5 年生は左胸を選択した子
どもの割合が他学年と比べると 80.3％と高
いことが示された。この結果から，特に 5
年生は「心臓は左胸にある」という素朴概
念を保持している子どもが他学年よりも多
いことが明らかとなった。
Ⅴ - Ⅰ - Ⅲ．本調査と全国調査との比較
次に，本調査と日本学校保健会（2005）
の全国調査を比較した結果について述べ
る。全国調査の結果では，5 年生の正答率
を 81.5％と報告している。しかし，本研究
の調査結果では，5 年生の正答率は 11.8％
だった。全国調査と本調査の結果を母比率
不等で比較すると（表 1），2 つの調査結果
には大きな偏りが見られ，日本学校保健会
（2005）の調査票では，小学生の「心臓の
位置」の認識を正しく測定しえないことが
推測された。
Ⅴ - Ⅱ．概念変化モデルを使用した保健の
授業構想
Ⅴ - Ⅱ - Ⅰ．単元計画
「心臓の位置」の認識調査の結果から，
最も正答率の低かった 5 年生を対象に「心
臓の位置」の素朴概念を修正する授業構想
を試みた。本教材は全2時間で構想した（表
2）。1 時間目は，主に傷病者への対応を学
習させる。対応の 1 つとして胸骨圧迫の仕
方を学習させる。子どもが自分のこととし
て学習内容を考えられるように身近な事例
を取り上げ，その中で胸骨圧迫に注目させ
ていく。2 時間目は，心臓の位置や胸骨圧
迫の目的を理解させる。
Ⅴ - Ⅱ - Ⅱ．素朴概念の修正方法
本教材では，2時間目に Posner ら（1982）
の概念変化モデルを使用した。概念変化モ
デルの「①既存の概念に葛藤が生じている」
を達成するため，「とび出る人体模型」を
作成させて，自ら心臓の位置を確認させる。
「心臓は左胸にある」という素朴概念と，「心
臓は真ん中にある」という新しい概念の間
にズレを感じさせ葛藤を生じさせる。「②
わかりやすい新しい概念がある」を達成す
るため，イラストを用いたり，体験的に学
習させる。しかし，心臓の鼓動は左胸から
感じるという日常生活での体験の積み重ね
があるため，子どもは「心臓は左胸にある」
という自分なりの理論を築き上げている。
自分の理論が正しいと思っているほど，自
分とは異なる理論の受け入れには抵抗を示
すと考えられる。そこで科学的概念を受け
図 5．左胸を選択した子どもの割合
表 1．本調査と全国調査との比較
表 2．単元計画（内容とねらい）（全 2時間）
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入れやすくするために，「心臓の位置」を
誤って認識してしまう理由をイラストや一
番強く鼓動する場所を実感させるなどし
て，子どもの認識に訴えながら，わかりや
すい説明を実施していく。「③新しい概念
はもっともらしい」を達成するため，言語
だけでなく，視覚的にも理解できるように
教具を用いて「説得力のある説明」を行い，
子どもにもっともらしいと感じさせる。「④
新しい概念は生産的である」を達成するた
め，心臓に関する知識を胸骨圧迫の学習へ
と発展させ，心臓の知識は胸骨圧迫の目的
を理解する上で生産的な知識であることを
実感させる。以上の 4 つを組込んだ授業を
構想した。
Ⅴ - Ⅱ - Ⅲ．教育内容と学習指導要領
小学校学習指導要領には心肺蘇生法に関
する記述はなく，心臓に関する学習も 4 年
生の理科で「人の体のつくりと運動」と 6
年生の理科で「人の体のつくりと働き」に
あるのみである。しかし，胸骨圧迫の実施
時には，適切に心臓を押さなければ効果は
ない。
そこで，理科で心臓に関する学習を行う
4 年生から 6 年生の時期に，保健では胸骨
圧迫の意味を教えることで，理解を伴った
効果的な胸骨圧迫を身に付けることにつな
がると考えられる。教育内容の配列や他教
科との連携・関連を生かした指導の工夫は，
将来，学習指導要領のスタンダードを作成
する際に大きな意義をもつと考えられる。
Ⅵ．結論及び今後の課題
本調査結果と考察から小学生の「心臓の
位置」に関する認識を明らかにした。小学
生は「心臓の位置」について正しく認識で
きていないこと，なかでも 5 年生の正答率
が最も低く，また「心臓は左胸にある」と
いう素朴概念を保持している子どもが多く
いることが明らかとなった。しかし，今回
の結果だけでは，なぜ 5 年生で正答率が下
降したかについては明らかにできなかった
ため今後検討していく必要がある。また，
構想した授業については，Posner ら (1982)
の概念変化モデルの実証も合わせ，次年度
に検証を試みる。
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